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三生医薬株式会社の買収について

2021年12月17日
東和薬品株式会社
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本案件の概要

対象企業

買収金額

資金調達

買収完了予定

その他備考

47,694百万円

2022年2月末

金融機関からの借入金

三生医薬株式会社

本件による当社の2022年3月期の連結業績に与える
影響等につきましては、現在精査中です。今後開示すべき事
項について確定した場合は、速やかにお知らせする次第です。
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東和薬品グループの企業理念

東和薬品グループは、優れた製品とサービスを創造することによって、人々の健康に貢献します。そして私達の企業活動を通して、
患者さん、医療関係者の皆様、地域社会をはじめとするすべての方々にこころから喜ばれ、求められる企業を目指していきます。

健康に貢献するすべてのものを通じてこころの笑顔を支える

私達は 人々の健康に貢献します
私達は こ こ ろの笑顔を大切に し ま す
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中期経営計画（2021-2023）『PROACTIVEⅡ』 基本方針
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新たな健康関連事業への展開
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戦略的意義

三生医薬が長年培ってきたサプリメントを含む健康食品やカプセルの製剤技術は、東和薬品グループの
「優れた製品とサービスを創造することによって、人々の健康に貢献する」という思いの実現を後押しする
ものとなり、健康寿命の延伸に貢献できると考えています。

三生医薬が有するユニオーブ®をはじめとする最先端の製剤・カプセル技術を高く評価しています。東和
薬品の製剤技術と融合することで、「技術イノベーションと製品価値の創出」が期待できます。

三生医薬の高い開発力や技術力、使命感を持って取り組むものづくりや品質への強い思いとこだわり、
それらに携わる人材（熟練工）の育成は、東和薬品が大切にしてきたものづくりへの思いと通じるもの
があり、グループ一丸となることで「東和品質」の製品を世の中に提供できると考えています。

ジェネリック医薬品に加えて他の健康関連の製品やサービスの展開

両社の技術の融合による新たな技術イノベーションとその応用化

ものづくりや品質への強い思いとこだわりへの共感
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三生医薬の概要

健康食品、医薬品、一般食品、雑貨等に向けたカプセル製剤等の企画・開発・
製造を展開する国内有数のCDMO企業

健康食品事業：国内外の健康食品のCDMO事業。安定成長する国内健康食品市場の中で、活
発な新規品上市、食品・医薬品分野からの新規参入、販売チャネルの変化などを的確に捉え、国内
トップクラスのマーケットシェアを確立。多面的な競争優位性を構築し事業を展開。

その他：健康食品で培った製剤・カプセル技術を健食・医薬品以外の新分野に応用する開発・製
造・販売事業。

医薬品事業：医薬品のCDMO事業。現在はニッチかつ競争力の高いシームレスカプセル技術を活用
した医薬品を受託製造。独自の製剤技術であるユニオーブ®を基盤に、事業拡大を推進。

ソフトカプセル シームレスカプセル
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三生医薬の概要

健康食品

医薬品

その他

生産拠点 4製造拠点 (静岡県) ／
5包装拠点（静岡県）

営業拠点 東京支店／大阪営業所／福岡営業所
R&D拠点 大岩事務所（静岡県）、ADC（東京都）

イノベーションセンター※（静岡県）
設立 1994年8月
売上高 229億円（2020年12月期）
決算期 12月期末
従業員数 690名（2021年10月現在）
本社 静岡県富士市厚原

セグメント別 売上高

地域別 売上高

22%

5%

海外

国内売上のうち
間接的な
海外売上高

南陵工場

※2022年竣工予定

70%

20%

10%

73%
国内
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三生医薬の製造拠点

【南陵工場】
最先端の製剤・カプセル技術を保有する
日本最大級のソフトカプセル工場
製造キャパシティー：30億粒/年
製品：ソフトカプセル(ゼラチン・植物)
◆医薬品製造業許可証を取得

【厚原工場】
製品：シームレスカプセル・ゼリー・ミニドリンク

【大渕工場】
製品：錠剤・顆粒・ハードカプセル

【久沢工場】
製品：シームレスカプセル(医薬品)
◆医薬品製造業許可証を取得

三生医薬の4製造拠点（静岡県 南陵・厚原・大渕・久沢）
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東和薬品グループ内の位置づけ

健康食品、医療用医薬品の
企画・開発・受託製造

東和薬品

ジェイドルフ製薬

グリーンカプス製薬

Towa HD

Tスクエア
ソリューションズ

プロトセラ

三生医薬

大地化成 医薬品原薬・中間体の研究開発及び製造

医療用医薬品の製造販売

医療用医薬品のソフトカプセル製造

ヘルスケア関連のITサービス提供

疾病リスクの検査サービス事業
診断用及び治療用医薬品の研究開発と販売

医療用医薬品の製造販売

2003年度

2010年度

2016年度

2019年度

2018年度

2020年度

2021年度

新たな
健康関連事業
への展開
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処方設計の自由度が配合成分の弱点をカバー独自の製法による扱いやすさの向上

独自の価値を生み出すユニオーブ®

ユニオーブ®の特徴
有効成分（原薬・化合物）を含むゲルと不溶性微粒子の外層からなる被覆粒子

 微量成分の含量均一性の確保
 高薬理活性物質等の飛散防止
 錠剤化しやすい
 小スケールから製造可能

 ターゲティング（腸溶性、大腸送達）
 体内吸収性の向上
 安定性の向上
 苦味のマスキング

賦形剤に溶けた原薬又は原薬粒子

高分子の核
（ゼラチン、PEG誘導体など）

不溶性微粒子の外層
（デンプン、タルク、セルロースなど）

直径0.3㎜ 直径8㎜

イノベーションセンター建設（2022年竣工予定）
 ユニオーブ専用の製造設備
 試作・製剤開発に適したミニスケールから将来の量産に対応
するラージスケールへの設備増強を可能にするキャパシティー

 ラボスペースでは共同開発やオープンイノベーションを推進
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東和薬品グループの目指していく事業

ジェネリック
医薬品事業

健康関連事業

病気になる前に
健康状態に戻す
ための取り組み

必要とされる
医薬品の品揃え 東和品質の追求

安定供給体制
/品質保証体制
の維持・強化

情報提供体制
の維持・強化

健康維持への
取り組み

健康寿命の
延伸への取り組み

地域包括
ケアシステム
への貢献

その他の取り組み

健康に関わる
基盤構築への
取り組み

健康状態を
把握するための
取り組み

2030年までの国際目標である
SDGsに対して、ゴール3「すべての
人に健康と福祉を」を中心に、その
他のゴールについても取り組むジェネリック医薬品事業をコア事業として、

健康に貢献するあらゆる健康関連事業について展開
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お問い合わせ先

東和薬品株式会社 広報・ＩR室
i r @ t owaya kuh in . c o . j p T E L . 0 6 - 690 0- 910 2  FA X .  0 6 - 7 1 77 -49 60

将来予想に関連する記述については、目標や予測に基づいており、
確約や保証を与えるものではありません。
予想と異なる結果になることがある点を認識された上で、ご利用下さい。

mailto:ir@towayakuhin.co.jp
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